
河床ブロック　（消波・根固ブロック）

■規 格 図

河川製品(バンクシリーズ)

河床の変化に柔軟に対応する継手

段差使用による魚の遡上が出来ます。

※浅瀬に設置することで、せせらぎを形成

し、清涼感を醸し出すと共に、飛び石、岸

から岸への踏み台として使用できます。

魚道（水の方向転換により、河床の洗堀

を防ぎ、流速を弱めます。また、川底に

住むツガニやウナギなどは、この横穴を

通って遡上します。）

休息所（水を沈滞・分散し、上下方向

の水の流れを作り出し、河川の自浄作

用を向上させます。）

大きな縦穴や横穴があいているので、

魚や昆虫にとって、この穴が隠れ家と

もなり、生息・産卵の場所を提供します。 擬岩（水の攪拌により、

空気を水中に吸い込

み、汚濁物質を浄化し

ます。

玉石を設置することで、

水草・コケなどが生息す

ると共に、魚介類の巣を

形成します。また、流水に

対する接触面積を増やし、

BOD・SSを沈殿・吸着し生

物群により分散する効果

が期待できます。

木工沈床（ワンドを形成し、

水深流速等に多様性を持

たせ、多様な習性の生物

が生息できる環境を形成

します。）


